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A Study of the Japanese Emperor's Coronation 
Ritual Written in Heian literature 
Tamaki  OTA 
Sokuirei-Seiden-no-gi, Ceremony of the Enthronement of His Majesty the Emperor at the
Seiden (State Hall)  was held  on October 22, 2019. However, this does not correctly
inherit the Heian period rituals. There was a woman who attended this ritual during the
Heian period. She wrote a diary and kept a record of that ritual. She wrote what she felt, but
did not keep a detailed record of the ritual. There are questions about why she didn't write
the whole ritual and what the actual ritual was.Aiming to understand her feelings through
using old records to reproduce the ritual.
?
一
『
讃
岐
典
侍
日記』鳥羽天皇即位儀「右の典侍」から見た「帳あげ」全景
（注四）拙稿「 『讃岐典侍日記』―内侍司女官から見た天皇の崩御と即位
―」 （ 『中央大学国文』第三十七号
 
二〇一九年三月）など。
 
（注五
) 岩佐美代子校注『中世日記紀行集』 「竹むきが記」 （岩波書店
 
新
日本古典文学大系
 
一九九〇年一〇月）
 
（注六）岩佐美代子校注『中世日記紀行集』 「弁内侍日記」 （小学館新編日
本古典文学全集
 
一九九四年七月）
 
（注七）注五前掲書。なお、途中の割注を省略している。
 
（注八） 「得選」と「髪あげ」の違い、また、 『讃岐典侍日記』で帳あげの
際に針で帳を留めた「髪あげ」と経子のいう「髪あげ」が同一のものを指すのかについては今後検証の必要がある。
 
（注九）藤原忠実『殿暦』嘉承二年十二月一日条
 
（注一〇）注九に同じ。
 
（注一一）竹鼻績『今鏡 中）全訳注』 （講談社学術文庫
 
一九八四年五
月）一三七段「伏見の修理大夫」の条。ほか、 『殿暦』や『中右記』 に令子内親王が有佐の三条町尻第や敦兼の堀河第に方違えした記事が散見される。
 
群馬高専レビュー・第三八号（二〇一九）
一
〇
次、余居於高御座中層丑寅角圓座、此間前齋院昇給高御座上、立三
尺御几帳、兼日給装束使、見于長和記、女房十人左右相別前進、次女房四人差 次女房十人候後、宮昇給於于御座戌亥角、主上御座與宮御座間、 立隔三尺几帳也
 
（注一〇）
 
「高御座の中層の丑寅の隅の圓座に
座ると、 その間に令子内親王が高御
座に上り、三尺の几帳を立てた」 「女房
四人が几帳を差し、次に女房十人
が伺候した後 高御座戌亥の隅に令子内親王が上った。主上と宮のいらっしゃる間には、隔ての三尺の几帳を立てた」とあり、令子内親王は高御座の戌亥の隅にいたことがわかる。戌亥、つまり北西の隅に参入したことになるが、内裏でいう「右」は南面する天皇から見て西側にあたり、これによると 「右の典侍」 であった長子 側に令子はいたことになる。 もっとも、高御座の内部に几帳を立てた戌亥の「角」であれば長子が直接その姿を見ることはなかっただろう 、明け方から大極殿 詰め 長子が、令子内親王の立后の事実も存在も気配も、 一切関知しなかったとは考えにくい。
 
また、令子内親王は長子の実家、藤原顕綱家と近い関係であることでも
知られる。長子の兄・藤原有佐は後三条天皇の落胤と言われ、異母妹となる令子内親王の渡御先としてもたびたび有佐家の名前が登場す （注一一） 。同様に、作中にも「加賀の守」として登場する姉藤 位 子・藤原敦兼は令子内親王の別当も務め、 有佐同様に自邸への令子内親王の渡御もあった。 立后には顕綱家が何かしら 支援や役目を担っていたことは十分に考えられ、 長子 も無関心ではいられないものであるはずが、やはりこれにも言及しない。ここでも長子は、 「見ていたはず 」 「肌で感じていたはずの」ことでも、自らを描くのに不要であれば容赦なく切り捨てているのである
 
結び
 
意識的にしろ無意識にしろ、これらの排除は結果として「帳あげすらつ
らい自分」を描くという点では成功している。時代は異なるにしろ、儀式の構成要素という点ではさほど差異はないはずのものを描き がら、 『中務内侍日記』や『竹むきが記』が儀式のめでたさ、華やかさ、晴れがましさといった「ハレ」の面を全面に出しているのに対し 「ハレ」を描きながら自分個人の 悲しみ 「空虚感」という究極の「ケ」を描きだしたという点では、長子の筆致は見事に成功している。どこまでが計算によるものなのかは不明だが、実際の華やかさを一切排除し、ただ自分を中心とした半径一メートルほどのことだけを描くというのも、 長子らし 執筆姿勢なのかもしれない。
 
以上、実際に長子が見たはずの鳥羽天皇即位儀「帳あげ」風景を見てき
たが、これらはすべて当時の状況を再現できたうえで、初め 対比が可能となり明らかになるものである。 このようなさまざまな形での復元作業は、古典文学を研究するうえで避けて 通れない作業 ある。 平安文学を研究する者にとって令和の即位儀におい もその変容は衝撃的なもの はあったが、そのような「差異」 「違和感」が研究の出発点ともいえる。文学研究において、 「文学」を「文学」という認識 みで読み進めることには限界があり、今後は、さらなる隣接諸学 の連携が必要となってく だろう。
 
（注一）石井文夫校注『和泉式部日記
 
紫式部日記
 
更級日記
 
讃岐典侍
日記』 （小学館新編日本古典文学全集
 
一九九四年九月） 。以下、
『讃岐典侍日記』の引用は 書により、末尾に頁を付した。
 
（注二）藤原宗忠『中右記』嘉承二年十二月一
 
（注三） 『中右記』八月五日条
 
今夕伊豫三位被出家、 【先帝御乳母、故顕綱之女也、雲居寺聖
人爲戒師、 】
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い。経子自身も「右内侍」であることから、控えの場などで識子と同座の可能性が高い。そうでなくとも同じ「右」であれば視界に入るのが自然である。それにも関わらず「左」のみに言及しているのは、やはり左が上位であること、 「帳あげ」 が本来は伯家子女によって行われることなどから、「左」が「帳あげ」の代名詞であるという考えがあったのかもしれない。
 
それでは二人の「帳褰げ」のうち自分のみを取り上げ、 「左」の存在を
一切無視した長子の方はどうであろうか。
 
長子にとって帳褰げに指名されたことは、表面上「思いがけない」 「や
るせない出来事」であった。それは、そも 新帝御所出仕に難色を示していたこと、本来ならば「右 典侍」は新帝の乳母 指名されることが多いことなどから 「帳あげ を務めること 御所の女房として認知されることにつながり、なし崩 的に出仕を受け入れることになる。上位である「左の女王」が「帳あげ」の筆頭であり、かつ 右」は本来乳母が指名され もの、そして自 はその代役に過ぎない 点、何よりあくまで自分は堀河朝 典侍である う立場 長子 は鳥羽天皇の即位に感情移入ができないと う点 詳細を記録し、その華やかな儀式の様子を人々に伝え という意識が長子にわかなかっ ということが 左の排除」の一因となったのだろ 。
 
五
 
幼帝の即位と立后
 
その他、長子が「見たはずの情景」でありながら描かなかった、鳥羽天
皇即位儀の特殊事情についても言及しておく。
 
鳥羽天皇には即位の時点で三人の乳母がいた。 前掲の 「大納言の乳母」 、
大嘗会の清暑堂御神楽で長子と組むことになる「弁の典侍」 、そして堀河朝からの出向者ともいうべき、大納言乳母の母「弁の三位」であっ 。公実の死亡により、 大納言 乳母と弁の三位母子は即位式に関与できなくなっている。実質的に弁の典侍一名のみが残された形 ったが、大納言の
乳母の代役にたった一人残った弁の典侍を充てることは難しい。加えて、弁の典侍には大役を担うことができない事情があった。それが「幼帝」と「立后」という、鳥羽天皇即位式の特殊 事情にある。
 
堀河天皇の崩御を受けて第七十四代天皇となった鳥羽天皇は、 即位式の
時点で満年齢五歳にも満たない幼さであった。 現代でいえば就学年齢にも到達しておらず、成人の天皇の即位とは事情 異なる。幼児 一人で高御座に昇り儀式開始を待ち受け、 儀式の終了を耐えるというのは不可能に近い。その様子は当時の記録にも残っており、高御座の中に出入りが可能な摂政藤原忠実が相当手を焼いている様子が述べられている。
 
忠実は自身の日記『殿暦』の中で、 「余乍奉抱主上、昇高御座奉居之」 、
主上をお抱き申し上げて高御座を昇ってそ 中に据え奉 と、 高御座まで鳥羽天皇を 上げて運んだ様子 書い いる（注九） 。また 「余密々供御菓子於主上、依幼主也、應徳例如此云々」 「主上御高御座之間、余常乍立第二層上、且供御菓子、且見御所、依幼主 爲不審也」などと、菓子をたびたび差し入れるなど、 どう か鳥羽天皇 高御座の中 座らせておこうとする忠実の奮闘ぶりが伝わってくる。本来は鳥羽と 関係性か 、この役目は公実が担うものとも考えられる。それ 堀河天皇の病床で 実際に采配をふるっていたのが堀河天皇の叔父・内大臣源雅実であったことからも想像に難くない。 上席は忠実ではあるものの、 実際は公事では公実、その裏側では大納言の乳母と弁 三位が「あやす」はずであったものをこの三名を欠いた状態で儀式を執り行わなければな ず、 どのような混乱があったかは容易 想像でき 。
 
加えて、 「幼帝の即位」 に伴う特異な事情は他にもあった。 「母后の立后」
である。鳥羽天皇は誕生と同時 母 苡子を亡く てお 、白河院皇女堀河天皇の同母妹、令子内親王が准母として立后することになっていた。未婚で皇女という生い立ちから「子ども あや 」という役割をどこまで令子内親王に期待できるのかは不明だが、 立后す 女性は天皇 ともに高御座の中に控え、 「帳あげ」に同席するのである。
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解きくつろげさせおはしまして、玉の御冠召さる。礼服召されて、大床子に主上渡らせおはします、玉の御冠に、緋の緒を付く。緋の御袍に、左右の御肩は月と日とを出だし、御なをしには北斗七星をあらはし奉る。御胸・ 袖には竜の昇りたるを縫ひたり。 （中略）
 
高御座の事具したるより、職事申せば、やがて行幸あり。御剣は勾
当給はる。璽はこれの役なり。右の御脇に参る。殿下の仰せ 、 「その璽の御筥の上 掛けたる網を指に掛けつれば、 取り外して過はせぬぞ」と仰せあるに、御情のありがたく、心も強〱しく覚えて過なし。高御座へ事故なく参り着きぬ。
 
帳褰の役は伯の三位の女なり。命婦、蔵人四人、役の内侍六人。裏
濃き蘇芳、濃き物具。行幸高御座へ成 ば、御前の命婦四、御前に立つ・その後髪上の内侍二人、二行に並びて参る。高御座 階の左右に内侍立ち留まれば、殿下御簾の役 参り給ひぬ。左の内侍、先づ昇りて左の御脇より御剣を参らせ置く。 御階を退きて右の下に内侍 座に着きぬ。女王の装束、二色、紅の単、蘇芳の表着、赤色 唐衣
 
髪上の内侍は勾当とこれ、新内侍なり。御前 命婦、
 
みあれ賀茂、
 
いつぬき
 
宮人
 
石川
 
威儀の命婦、
 
はゝ木
 
 
讃岐
 
 
備前
 
 
玉垣
 
 
（中略）
 
事静まりて南を遥かに見られば、 節下の旗とて風にひらめきて立ち
たり。大きなる香盤に名香や匂ふらんと見えたり。黄金 たがらすとて、足の三ある鳥見ゆ。しんこんたけうの中には、 「日の中に三足烏あり 月の中には六足の兎あり」と聞きしも、本説ある事なりけりと、信起 て覚えて。唐人の姿ども、並み立ちて排し奉るに 身の毛も立ち 涙がましくめでたく嬉し 右大臣殿、唐めかしき御姿 て幕のないより練り出で給へば、玉佩の音かや、道にりやうめきて美ゝしく、御丈の高さ、御殿の高さにも立ち劣り給はず、高御座に向 拝し給ふを見るにもめでたく侍。
 
やうやう大礼の儀どもも果てぬれば、 殿、 高御座へ昇り給ふ。 主上、
御装束召し改めて、 還御の儀になる程に、 この御休幕へ入らせ給ひぬ。花山院、西園寺殿候はせ給ふ。還御の儀式具せらるゝ程、大床子の西に唐絵の御屏風を立てられけり。その西にて両大納言、 破籠開き給ふにや。その役送には五位の職事頼藤、顕世など見え侍つ。 膳果てぬれば還御なる。公卿の列、御輿寄 て召されぬれば、従者ども寄せて又帰り参りぬ。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （二五〇頁） （注七）
途中省略した部分もあるが、 同じ儀式を描いているとは思えないほどの
情報量である。
登
場人物の数の違いは顕著で、即位式でありながら物寂し
さを感じさせる長子の記述とは異なり、経子が「剣璽内侍」として「璽」を持つ役に緊張しつつ「殿下」 （関白師忠）の「璽の筥の上の網を指に掛けるといい」という助言を聞く場面などは臨場感にあふれている。
 
このように、経子の記述からは周囲の混乱やざわめき、即位式の華やか
さまで伝わってくるが、注目すべきは人物の詳細 記録である。
 
長子は「左の女王」源仁子を登場させていないが、対して経子は「剣璽
内侍」について、 「御剣は勾当給は 。璽 これ 役なり」と、剣を携える左の内侍（勾当）と璽を携える右の内侍（中務内侍）というよう 、 左の内侍」 存在を明示している。しかも「左の内侍、先づ昇りて左の御脇より御剣を参らせ置く。御階を退きて右の下に の座に着きぬ。 」と、上位の「左の内侍」から説 している。その後 二人は「髪あげの内侍としても奉仕し、 これについても 「髪上の内侍は勾当とこれ、 新内侍 り」と、上位（左）から順に明示している
t。
 
一方で、 これほど詳細に記録をした中務内侍をもってしても、 「帳あげ」
についてはなぜか「左の女王」にし 言及し いない 当時の記録によると、伏見天皇即位儀の 帳あげ」は左が神祇伯資緒王女・登子女王、右は四条隆親女識子 なっている だが 経子は「褰帳の役は伯の三位 女」と言い切り、 褰帳に左右あることはもちろん識子 一切触れ いな
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長子が「手をさしかけると髪上げが針を刺した」としているのに対し、名子は「得選が先に進んで左右の帳を褰げる」としている。補佐の者の呼称が「髪あげ」から「得選」に変化していること、名子の方は帳に手をかける様子すらなく、ただ 進み立つ」といった表現に止まっ 点など、すでに差があるように見える。
 
また、同じように当日の朝から退出までを扱っていながら、名子の記述
の詳細さは同じ儀式を描いたものとは思えず、受ける印象も全く異なる。長子がその存在すら描かなかっ 「左の女王 はもちろんのこと、他にも二位・三位・典侍といった女房、随行す
る女童や木丁（几帳）を支える四
人の近親男性、 下使や裾被きといった聞きなれない帯同者の存在までにも言及している。後半には、剣璽内侍や威儀の女房などの存在にも触れ、高御座を囲む人々の熱気が伝わるような記述となっている。
 
四
 
他視点からの「帳あげ」
 
当然のことながら、 光厳天皇は南北朝分裂後の北朝初代天皇であり鳥羽
天皇即位からは三〇〇年 経ているため、 長子の記述と単純に比較することはできない。そこで、典侍と内侍の違
いはあるが、南北朝分裂前の事例
として『弁内侍日記』や『中務内侍日記』の記事も併せて参考にしたい。
 
まず、 『讃岐典侍日記』より二〇〇年後に書かれた『弁内侍日記』は、
藤原信実の娘・弁内侍が仕えた、当時数え歳四歳、満二歳であった後深草天皇の即位から始まる。
 
三月十一日、官庁にて御即位。春の日もことにう らかなりしに、様々の儀式ども 言はん方なくめでたし。日飛び地の姿ども、珍かに見え侍りしかば、弁内侍、
 
たまゆらに錦をよろふ姿こそ千歳は今日といや珍なれ
 
（一四六頁） （注六）
 
鳥羽天皇と同じく「幼帝の即位」という点では比較する意味はありそう
だが、後深草天皇即位には様々な混乱があったにも関わらず、 『弁内侍日記』はなんともあっけない書きようである。弁内侍は即位儀で表立った役目を担わなかったためこのような記述になったのかもしれないが、 反対に実に詳細を極めた記事を残したのが後深草天皇の子・伏見天皇に仕えた藤原経子 よる『中務内侍日記』である。
 
中務内侍藤原経子は東宮時代から伏見天皇に仕え、 伏見天皇の即位時に
は「剣璽内侍」として即位式に参加した。これも令和では男性侍従職 よって行われていたが、 本来は左右の内侍がそれぞ 「剣」 と 「璽」 を携え、高御座内部に安置し 。経子は弁内侍と同じ「内侍」であったが、実際に儀式に参列し体感したためか、 かなりの臨場感をもって詳細を べてい
 
もちろん、両者は時代的な乖離はもちろん「帳あげ」 「剣璽内侍」 、
「典侍」と「内侍」という違 があるため、当然視点や行動範囲、感知する内容も大きく異なる。長子は「帳あげ」に向かい その瞬間の自分を描くことに終始し、経子は全体を描きながらもやはり自分の勤めた 剣璽内侍」中心の視点となっている。
 
三月十五日、御即位。行幸の儀式、関白殿・左大将以下、供奉の人
〱、珍しく面白し、髪上の内侍、この御所より少将内侍・少輔内侍なり。御所、御装束召されぬ。殿入らせ給ふ。召仰せ果てぬる由、奉行の職事申せば 南殿へ成らせ給ふ。御輿に召されぬれば、菅の庁へ急ぎ勾当も参る。髪上の得選設けたれば、車の後に乗せて、官の庁 北向きより参りて、髪上げしたゝめて、朝所の南向に勾当と候へば、やう〱行幸近付かせおはしますとて、 供奉の公卿、 次第に列に立ちたり。（中略）
 
奉行の職事を召して、 「高御座の事は具したるか」と仰せ下さるれ
ば、職事帰り参りて、具したる由奏したる。平敷の御座にて、御束帯
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いとうつくしげにしたてられて、 御母屋のうちにゐさせたまひたりけるを、 見まゐらするも、 胸つぶれてぞおぼゆる。 おほかた目も見えず、はぢがましさのみよに心憂くおぼゆれば、 はかばかしく見えさせたまはず。ことはてぬれば、もとのところにすべり入りぬ。
 
夜に入りてぞ帰りぬる。あるかなきかにて帰りたれば、顔を、あや
しげに思ひて、まもりあひて、 「御顔の色のたがひ お しますは、いかに」などいひあへるは、 だなほらぬに そと、しほしほと泣かれぬる。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （四三六頁）
 
自身にとっても一世一代の儀式であるためか、 長子は大極殿参上から帰
宅までの長い一日を時系列にそって書き残している。しかし、これまでも何度か指摘してきたように（注四） 、長子は「左の典侍」源仁子はもちろん、周囲の人物にもほとんど触れていない。個人的に名前が挙がっているのは「衛門の佐」と「御前」 （鳥羽天皇 程度で、あとは自分を補佐する「髪あげ」 一名の存在が個体認識できる程度である。 このことからすると、長子の記述は令和の簡素さに近 印象 受けるが、 当然の とながら当時の即位儀は細かな作法と手順により、煩
雑かつ壮麗に行われた。その様子
は有職故実書や『殿暦』 『中右記』などの公卿日記にも残されており、それと比較しても長子がどれほど 要素をそぎ落 したのかがわかる また長子と同じ「内侍司女官」として儀式を体験した女性 ちが残したものと比べても、実際は長子が書き残した「臨場感」とは異なる空気感 儀式全体を覆っ いたことがわかり、 儀式の壮麗さというものを一切感じさせない長子の記述には、大きな違和感を覚える。
 
それでは、その他の「女官」たちが残した日記における記述を見ていこ
う。
 
まず、長子と同じ「典侍」であり、 「右の典侍」として北朝光厳天皇即
位式の「帳あげ」を務めた日野名子による『竹むき 記』の記事を見てい
く。
 
同月廿二日、御即位行はる。褰帳つとむべきによりて、前の日より
油小路の里に出でぬ。 磨きたてたるさま、 心ばかりは玉の台ともいふべし。 （中略）刻限になりて、髪を上げて扇をさす。二位殿・三位殿、新院の中納言の三位殿・堀河殿・さい将典侍殿などを具して、よろづ御覧じ扶持すべし。先づ童二人、扇を す。然るべき殿上人の沙汰とて、所〱より賜び侍しかば、いと多く余りてぞありかし。次に参る。木丁の帷のすみを取り合はせて四方にさす。 殿上人四人取る 下使二人、次に裾被き六人 高御座の右に床子あり。茵を敷きてつく。未申の方に床子はあるべしと聞きしかど、 得選がはからひにや、 西の正方にありしは、いづれか本なる きにか。 ・下使、高妻戸の外にとゞまる。
 
行幸なりて事はじまれば、女皇と同じく左右に参上りて進み立つ。
得選、先に進みて、左右の御帳の帷を褰げ奉る。主上、玉の御冠、御礼服奉りて、 御笏正しくてお します御さま、 唐めける御装ひ はいとゞしく世に知らぬ御光加はりてぞ見えさせ給ひし。
 
公卿拝あり。親王代、宰相中将公有、右は右兵衛督隆蔭務む。唐め
きたる装ひども、我世の事とも見えず、いと珍し。南門に院の御車立てらる。 （中略）
 
事果つれば、さきのごとく左右に進み立。得選 御帳の帷を垂る。
行幸返入らせ給ふ。内侍二人、威儀の女房四人、御前の命婦四人、扈従の女房八人なり。 休幕に帰り下 装束皆具 髪上 禄給ぶ 童・下使の装束師、反閇の陰陽師、同じく六を給び侍べし
 
（二八四頁） （注五）
 
「女皇」とは「左の女王」神祇伯資清王女・資子を指し、典侍である日
野名子は長子と同じく「右の典侍」 である。 「帳あげ」 の様子を比べると、
五
『
讃岐典侍日記』鳥羽天皇即位儀「右の典侍」から見た「帳あげ」全景
公実の死去により、 大納言の乳母は服喪のため儀式への奉仕が出来なく
なった。その穴を埋めるべく、先朝女房である長子が指名されたというのである。長子の記述には左右の別は明示されていないが、前例から「右」であると考えられ、実際 諸記録にもそのように残されている。
 
褰帳典侍二人、
 
【左源仁子、故伯女也、今度成加也、宿所昇廊北面、東福門以西、
 
右藤兼子、故顕綱朝臣女也、元典侍、宿所昇廊北面、西華門以東、 】
 
『中右記』 （注二）
 
 
 
 
 
褰帳事
 
嘉承【左源仁子、神祇伯康資王女
 
右藤原兼子、讃岐守顕綱朝臣女、 】
 
『即位雑例條々當日』
 
褰帳
 
左源仁子【故康資王女、 】
 
右典侍藤原長子【故顕綱
 
『天祚禮祀職掌録』
 
左「源仁子」には「神祇伯康資王女」と書かれているが、彼女はなぜか
女王位を持たない「典侍」として記載されている。康資が故人 ことと関係があるのかもしれないが、女王位はなくともあくまで「康資王女」として「左」を務めている。そして「右」については、こちらは「藤原兼子」 、または「藤原長子」と異 る名前が書かれているが、 「兼子」は長子の姉藤三位のことであり、前述のとおり彼女は堀河天皇の乳母として「右の典侍」を務めた め、それによる間違いであろう。指摘 ように、この時彼女はすでに出家しており（注三） 、即位儀参列は不可能である。
 
こうみると、鳥羽天皇即位儀でも定石どおり伯家女性が「左」 、典侍が
「右」となっている。彼女たちは高御座を挟んで左右から全く同じ、一対の動きをするわけだが、 「右」である長子は儀式を南面する天皇から見ての「右」 、高御座の西側から儀式を見ていたことになる。
 
三
 
「右の典侍」からの風景
 
十二月朔日、まだ夜をこめて大極殿に参りぬ。西の陣に車寄せて、
筵道しきてゐるべきところとてしつらいひたるに、参りぬ。
 
ほのぼのと明け離るるほどに、瓦屋ともの棟、霞みわたりてあるを
見るに、昔内へ参りしに過ぎざまに見えしほどなど思ひ出でられて、つくづくとながむるに、 北 門より、 長櫃に、 ちはや着たるものども、蘇芳のこき、打たるくはうこくの出し衣入れ 、持てつづきたる べちにおもしろく見ゆべきことならねど、所がらにや めでたし。人ども、見さわぎ、いみじく心こと 思ひあひたるけしきどもにて、見さわげども、ただわれは 何ごとにも目も立たずのみおぼえて、南の方を見れば、例の、八咫烏、 も知らぬ のども、大頭など立 わたしたる見るも、夢の心地す。かやうのことは、世継な 見るにも、そのこと書かれたるところは いかにぞやおぼえてひきこそかへされ か、うつつにけざけざと見る心地、ただおしはかるべ 。
 
日高くなるほどに、 「行幸なりぬ」 とてののしりあひたり。 殿ばら、
里人など、玉の冠し、あ は 錦 うちかけ 近衛府など 甲とかやいふもの、着たりしこそ 見もならはず 唐土のかた きた 障子の昼の御座に立ちたる見る心地こそ、あはれ 。
 
かくて、 「ことなりぬ。おそし、おそし」とて、衛門の佐、いとお
びたたしげに、毘沙門などを見る心地して わ もあらぬ心地しながらのぼり こそ われ がら目くれておぼえしか。手をかけさするまねして、髪あげ、寄りて針さし 。わが身いらず ありぬべ りけることのさまかな、 などかくしおきたることにかとおぼゆ。 御前 、
群馬高専レビュー・第三八号（二〇一九）
四
右の男性侍従が帳を褰げてその姿を現した。 今回用いられた高御座は八角形で正面（南側）に左右片側二枚ずつの帳が下がっており、その片側二枚を左右の男性侍従がそれぞれ褰げ、 カーテンタッセルのようなものを柱のフックに掛けて「帳あげ」をしたようである。
 
ここに古式との大きな違いが二点ある。繰り返しになるが、古来「帳あ
げ」は左右二名の女性従事者がそれぞれ行った。 「帳」にしても管見の限り「二枚」という記述は見当たらず、漠然とではあるが「帳あげ」の女性が褰げたのはそれぞれ一枚 ある印象を受ける。前述の「タッセルとフック」という点についても、古形態では女性 事者によ 掲げた帳を、実際は「女孺」といわれる別の女官が針 柱に留めたという。
 
以上の点と踏まえ、長子が残した「帳あげ」の様子について、彼女がそ
の役に任じられた経緯を含めて見ていこう。
 
長子はもともと、内侍司二等官「典侍」として堀河天皇に仕えて た。
堀河天皇の崩御後、 一度宮中から離 たも の白河院 命 より 「帳あげ」を務めることとなり、 当時五歳にも満たない鳥羽天皇 即位儀に奉仕した当時、幼いといえども東宮が天皇と同居で育 られる と なく、したがって長子と鳥羽天皇との直接的な結びつきはない。 ころが、 「帳あげ」は伯家女王が占有する「左 女王」はと
もかく、 「右の典侍」は東宮時代
の乳母が任命されることが多かった。実際に、堀河天皇の即位儀で「右の典侍」 を務めたのは長子の姉で堀河天皇の乳母・藤三位藤原兼子であった。
 
以上のことからすると、本来長子は鳥羽天皇 「帳あげ」に任命される
立場にはなく、任じられた裏には突発的な事情があった。
 
「 『大納言の乳母、帳あげしまたふべし』とて、安芸の前司、 『三位殿こそ、 故院の御時とばりあげはせさせまひければ、 その例をばまねばん』など 尋ねらるる」と聞くほどに「大納言、日ごろ例ならで、にはかに重りてうせたまひて こゆ。いと心憂き世かなと 思ひかこちぬ。
 
夕暮に、三位殿のもとより、帳あげすべきよしあれば、いとあさま
しくて、日ごろは聞き過ぐしてのみ過ぎつるを、参らじと思ふなめりと心得させたまうて、押しあてさせたまふなめりと思ふに、すべきかたなし。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（四三一頁） （注一）
当初、褰帳二名のうちの一人は、鳥羽天皇の乳母であり、鳥羽天皇には
いとこにあたる「大納言の
乳母（典侍
） 」が任じられていた。鳥羽天皇に
とってはもちろん、 乳母たる大納言の乳母にとっても一世一代の大役であるこ から、夫である安芸の前司が、経験者である藤三位のところに問い合わせをしていた。そのような流れ なか、大納言の乳母の父で鳥羽天皇の伯父である大納言藤原公実が急死する。
 
白河院
 
堀河天皇
 
鳥羽天皇
（即位時五歳）
 
藤原茨子
 
藤原公実
 
大納言の乳母（典侍）
 
弁三位
 
（堀河乳母のち鳥羽乳母）
 安芸の前司
 
嘉承二年十二月一日の即位儀を間近に控えた十一月十四日、 公実は亡く
なる。白河院のいとこにあたり、鳥羽天皇には伯父に当たるという立場もさることながら、問題は彼の妻と娘も、鳥羽天皇の乳母であったことにる。
 
三
『讃
岐
典
侍
日
記
』
鳥
羽
天
皇
即位
儀「
右の
典侍
」か
ら見
た「帳あげ」全景
あげ」 、その中でも長子が担った「右の典侍」からの視点を中心に、古記録や『弁内侍日記』 『中務内侍日記』 『竹むきが記』などと比較しながら鳥羽天皇即位儀を復元していきたい。
 
一
 
女性中心の儀式
 
前述したとおり、先般行われた「即位式正殿の儀」は平安時代の即位儀
のハイライト「帳あげ」を抽出した形になっており、一瞥しただけでも平安時代のそれとの相違点は多い。 そもそも大内裏大極殿で行われていたものが東京に移り、現在の皇居の「正殿」で挙行されているという点で両者を同列に扱うこと自体が難しい。今回は雨天による武官・文官らの配置換えなどもあったが、外国からの賓客の参列などを除いても、規模といい参列者の数といい、そしてなにより の作法その のに大きな変化があった。
 
まず、前述のとおり、古来即位儀で設置されるのは天皇の「高御座」の
みであり、皇后 御帳台が併設されることはなかった。また、 皇の装束は今回用いられた「黄櫨染御袍」ではなく 礼服 袞衣に冕冠を着用するのが通例であり、かなり唐風であった。そ 他 参列者の構成や人数など大きく異なる点があり、その中でも特 「帳あげ」における女性 役割や人数が大きく削られていたことが目に付いた。
 
「褰帳」 「帳あげ」というと「褰帳の命婦」が有名だが、実際はその他
にもさまざまな女性が役割を担い 携わっていた。 褰帳 命婦」二人は天皇が入御している高御座の帳 左右に分かれ それぞれ巻き上 るのであるが、実際は「髪あげ」と呼ばれる女性がこれ き従っていた。また、この儀式の前にも、剣璽の参入や天皇の姿を隠す役割の者など、儀式全体はもちろん、 「帳あげ」の部分だけ も相当数の女性が華やかに立ち働いていた。
 
しかし、なぜか長子はそれら人物についてほぼ触れず、きらびやかな空
間に身をおいていたにも関わらず、 記事から受ける印象は極限まで簡素な、そしてしめやかな雰囲気である。他資料を概観しても、少なくとも威儀の命婦、剣璽の内侍といった左右一組の女性たち、 「帳あげ」をした状態で実際に帳を柱に留める左右の女孺、そして執翳の女孺といわれる、天皇の姿を隠すための長柄の団扇を持っ 女性六名の存在が確認できる。 そのほか、扈従の女房などの存在が見える記録も り、相当数の女性が儀式の前面に出ていたはずである。 長子は極限までそれらをそぎ取っていたことになるが、 それ以外にも長子は目に入ったはずのさまざま 要素を切り捨てている。長子の執筆意図や当時の心境 探るためにも 実際 風景 再現し、彼女が書いたものと突き合わせることでその「差異」を確認するとともに、現実との乖離を検証する必要があ 。
 
二
 
平安文学における「帳あげ」
 
それでは、 「褰帳」 「帳あげ」の手順を見ていく。
 
「褰帳」 「帳あげ」は儀式そのものはもちろん、それに奉仕する担当者
を指す場合もある。奉仕するのは女性に限られ、古く 「褰帳 女王」といい、左右二名ともに伯家女性が任じられていた。 「伯家」とは代々宮中祭祀を司る家柄であり、当主は「神祇伯」 いう身分で王位を世襲したため、褰帳に奉仕 る女性も「女王」を名乗った。時代が下り、伯家 性二人体制の維持が困難になると、上位である「左」が伯家出 の女性、右が新帝の乳母などの「典侍」 という組み合わせが主流とな そのため、 「褰帳の女王」 「褰帳 命婦」 「左の女王」 「右の典侍」など 呼称が用 られる。
 
それでは、彼女たちはどのような形でその役を務めたのか。 「帳あげ」
は即位式のハイライトであり、 即位した天皇が正式 群臣の前にその姿を見せるというものである。 令和の即位礼正殿の儀で その流れは踏襲され、天皇はその姿をさらすことなく高御座の後方から入御し待機、その後、
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（二〇一九年一一月二十七日受理）
 
はじめに
 
令和元年、新天皇の「即位礼正殿の儀」が執り行われ、その様子がテレ
ビ中継された。従来の即位式でいうところの「褰帳」 （帳あげ）に当たり、天皇の高御座と皇后の御帳台が並べられ、 それぞれの が左右から褰げられて ・皇后がその姿を現すというものだった。 テレビではさ んに 「古式ゆかしく」 「平安絵巻 再現」というフレーズが用いられていたが、実際は前回の平成元年の同儀式と比べても変更された部分があり、 「古式」とは大きく形を変えている。その中でも皇后の御帳台の併設、男性侍従による「帳あげ」奉仕が大きな変更点であろう。
 
そもそも、 「帳あげ」は高御座の帳が下げられた状態で、後方から入御
した新天皇の姿を、 二名 女官が帳をあげることによって臣下の前に披露するというものである。 「即位礼正殿の儀」では、大正天皇以降「皇后の参列」という要素が加わったため、皇后 帳 」は女性、天皇は男性という組み合わせになったと考えら る。
 
この「帳あげ」は平安文学作品の中でも散見される、比較的知 行
事である。もともとは「褰帳 女王（命婦） 」と呼ばれ 女性二人によって行われた。 とくに 「褰帳の命婦」 内侍司女官 任命されることが多く一般の儀式が有職故実書や公卿日記など 記録に限定されるのに対し、「帳褰げ」については奉仕した当人による仮名の記録が残されている。そ
の筆頭が『讃岐典侍日記』作者藤原長子によるものである。
 
藤原長子は内侍司二等官「典侍」として堀河天皇に仕え、同天皇崩御後
には鳥羽天皇の即位儀において「褰帳の命婦」を務めた。当日の参内から式の終了後帰邸までの記録が、 『讃岐典侍日記』には書かれている。実際に儀 に参加した者が、内部からその儀式を見つめ、書き残したと う点で稀有な記録といえる。
 
しかし、すでに様々なレベルで指摘されているように、作者藤原長子は
決して親切な記録者で ない。本人が残したかったのは「鳥羽天皇の即位のめでたさ」では く、 「堀河 と自分」 「堀河天皇の死を嘆く自分」であって、それ以外の要素を積極的かつ正確に残そうと う意識が低い。そのため、記述対象にか り大胆な取捨選択を行っており 当然目を引くような事件や事象、 その場に同席していたはずの人物などでも容赦なく切り捨てる。それによって構図は単純化されるが、現代のわれわれにはそもそも原型がわからない であるから何が削除されて る か見極めるこはできず、 当然削除の意図も不明である。 そ らを 「書く価値のあるもの」と認識しなかった、ま は 的に排除した時点で、彼女はどのような状況、心境にあったのだろうか。
 
今回は、図らずも令和の「即位礼正殿の儀」という形で長子が体感した
「帳あげ」の一端を垣間見る僥倖を得た。長子が実際 見た あろう 帳
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